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死者20人 負傷者211人 浸水面積57．6k肩 浸水家屋39．744戸 抽宮詣64億5千丁手口 �・仁一．辛＿＿ 

被日額　64億5千万円

81時間の雨量と降り方
∠／1時間の雨量 �雨の降り方 

8－15ミリ �雨の降る音が聞こえる。 

15－20ミリ �地面一面水たまり。雨音で話し声が 
聞こえない。 

20－30ミiJ �どしゃ降り。側溝がたちまちあバ、れ 
る。大雨注意報。 

30－50ミリ �バケツをひっくり返したよう。大雨警 
報。場合により、避難の準備を始める。 

50ミリ以上 �滝のように障る。土石流が起こりや 
すい。 

油断してはなり

我々の常識など

はるかに越えて

いるのです。

昔の古い3枚

の写真。先人が

残してくれた大

自然からの警告

を感じとれるか

どうかは、あな

た次第です。

災害の備えは

万全ですか。
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「遠賀ぐんぐん学習講座」

受諾生募集

遠賀郡田町では、遠賀郡内のだれもが受講できる

「遠賀ぐんぐん学習購座」を開設します。

なお、講座によっては柑相賀・保険料等実費をいた

だく揚合があります。

一
人
暮
ら
し
の
寡
婦
も
対
象
は
〃
一

母
子
家
庭
等
医
療
制
度
の
改
正
の
お
知
ら
せ

母
子
家
庭
等
医
療
費
支
給
制
度
が
条
例
改
正
に
よ
り
、
「
一
人
暮
ら
し
の
寡
婦
」

も
対
象
に
な
り
ま
す
。
（
8
月
1
日
か
ら
実
施
）

母
子
家
庭
等
医
療
費
支
給
制
度
は
、
各
医
療
保
険
に
よ
る
給
付
を
受
け
た

場
合
に
、
自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
費
用
を
県
と
町
が
負
担
す
る
も
の
で
す
。

●
受
給
対
象
者

用
母
子
家
庭
の
母
…
柑
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
人

㈲
児
童
…
用
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
3
歳
以
上
1
8
歳
未
満
の
児
童

㈲
父
母
の
い
な
い
児
童
…
父
お
よ
び
母
に
監
護
さ
れ
て
い
な
い
3
歳
以
上
旧
歳

未
満
の
児
童

㈹
一
人
暮
ら
し
の
寡
婦

イ
　
婚
姻
の
届
出
を
し
た
配
偶
者
と
死
別
ま
た
は
離
婚
し
た
人
で
、
過
去
に

母
子
家
庭
の
母
と
し
て
児
童
を
扶
養
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
現
在
婚
姻

（
内
縁
を
含
む
）
　
を
し
て
お
ら
ず
、
だ
れ
か
ら
も
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
女

性
口
　
婚
姻
の
届
出
を
し
た
配
偶
者
と
死
別
ま
た
は
離
婚
し
た
的
歳
以
上
の
人

で
、
現
在
婚
姻
（
内
縁
を
含
む
）
　
を
し
て
お
ら
ず
、
だ
れ
か
ら
も
扶
養
さ

れ
て
い
な
い
女
性

※
こ
こ
で
は
旧
蔵
未
満
と
は
昭
和
弱
年
4
月
1
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
を
さ
す

●
受
給
資
格

受
給
対
象
者
は
、
次
の
項
目
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

－
、
町
内
に
住
所
（
住
民
基
本
台
帳
に
登
載
等
）
　
が
あ
る
人

2
、
国
民
健
康
保
険
等
、
何
ら
か
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

3
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
扶
助
を
受
け
て
な
い
人

4
、
老
人
保
健
法
、
ま
た
は
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
支
給
制
度
等
の
給
付
を

受
け
て
い
な
い
人

5
、
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
　
（
入
所
し
て
い
て
も
医
療
費
が
別
に
措
置

さ
れ
て
い
な
い
）
　
人

類
老
人
ホ
ー
ム
入
居
者
は
母
子
家
庭
等
医
療
は
受
給
で
き
ま
せ
ん

6
、
別
に
定
め
ら
れ
た
所
得
制
限
以
下
の
所
得
の
人

●
必
要
書
類
　
戸
籍
謄
本
、
世
帯
全
員
の
住
民
票
、
印
篭
、
児
童
扶
養
手
当
証
書

（
受
給
し
て
い
る
人
）
、
遺
族
基
礎
年
金
証
書
（
受
給
し
て
い
る
人
）
、
保
険
証

※
平
成
同
年
1
月
1
日
現
在
で
遠
賀
町
に
住
所
が
な
い
人
は
、
前
住
所
地
の
所
得

●
芦
屋
町

◇
「
探
訪
　
声
塵
釜
」

▽
芦
屋
釜
の
里
ほ
か

▽
開
設
時
期
　
1
月
～
2
月

▽
募
集
人
数
　
3
0
人

▽
問
い
合
わ
せ

芦
屋
町
社
会
教
育
課

℡
　
（
2
2
3
）
　
0
7
3
1

●
岡
垣
町

◇
「
岡
垣
　
探
訪
」

▽
岡
垣
町
中
央
公
民
館

▽
開
設
時
期
　
1
月
～
1
2
月
（
午
前
）

▽
募
集
人
数
　
5
0
人

▽
問
い
合
わ
せ

岡
垣
町
中
央
公
民
館

℡
　
（
2
8
2
）
　
0
1
6
2

◇
「
岡
垣
町
お
も
ち
ゃ
図
書
館
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
座
」

▽
岡
垣
町
「
い
こ
い
の
里
」

▽
開
設
時
期
　
6
月
～
1
0
月
（
土
日
）

▽
募
集
人
数
　
0
0
人

▽
問
い
合
わ
せ

岡
垣
町
社
会
福
祉
協
議
会

℡
　
（
2
8
3
）
　
2
9
4
0

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
3
5
5

◇
「
遠
賀
ふ
る
さ
と
歴
史
調
度
」

▽
遠
賀
町
中
央
公
民
館

▽
開
設
時
期
　
1
月
－
日
月
（
午
後
）

▽
募
集
人
数
　
0
0
人

▽
問
い
合
わ
せ

遠
賀
町
中
央
公
民
館

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
3
5
5

）、

●
水
巻
町

◇
「
み
ま
き
健
康
観
座
」

▽
水
巻
町
中
央
公
民
館

▽
開
設
時
期
　
6
月
～
1
0
月
（
午
後
）

▽
募
集
人
数
　
0
0
人

▽
問
い
合
わ
せ

水
巻
町
中
央
公
民
館

℡
　
（
2
0
1
）
　
0
4
0
1

●
遠
賀
町

◇
「
パ
ソ
コ
ン
艇
庫
」

▽
遠
賀
中
学
校

▽
開
設
時
期
　
1
月
～
8
月
（
午
後
）

▽
募
集
人
数
　
4
0
人

▽
問
い
合
わ
せ

遠
賀
町
中
央
公
民
館



回を �害 �て �ヽ 
親子教室の受講生 ���人 

を募集します ���づ 
親は、いつの時代でも「やさしい子」 ���く 

「がんばりやの子」 ています。幼児教育は って大切なものです。 �を育てたいと頗つ 

、人間の成長にと 教育委員会では ��り 

遠賀町育児会の協力を得て、新しい早 

期教育「親子教室」を次の通り行います。 ���を 

●学冨内容 

◇6月26日（金）「歌やリトミック世界 ���〝 
の楽器を使って感性を育てよう」 

◇7月24日（金）「親の心、子の心」 

◇9月18日（金）「手作りおやつ」

◇10月2日（金）「現代っ子の病気（母原病につい

て）」

◇10月23日（金）「代表者による体験発表」

●申し込み

6月12日（金）までに遠賀町中央公民館事務室へ

℡（293）1355

二⊃）

聞ける広報

遠賀町社会福祉協議会では、虹の会
の協力により「朗読テープ』の貸し出し

を始めました。テープの内容は遠賀町

広報紙「おんが」です。

目の不自由な人や文字を読むのかつ
らい高齢者など、広く有効に活用して

いただければと考えています。

ご近所に必要な人がいましたら紹介

ください。

●問い合わせ

遠賀町社会福祉協議会

（ふれあいの里センター内）

℡（293）0430

I 月 は �現在手当を受給している人は、6月1 
日現在の状況を届け出しなければなりま 

せん。受給している人には「児童手当現 

況届」を後日発送しますので、注意事項 

をよく読み、記入の上、福祉係へ提出し 

てください。 

（公務員は、事務所手続きのため、役 

児 �場での手続きは不要です。） 
※今まで受給の対象でなくても、所得額 や扶養者数の変更により受給できる揚 

漢書王 墓 手 当 
合もありますので福祉係へ問い合わせ 

てください。 

●受給資格 

3歳未満の児童を養育していること 

（ただし、前年の所得が一定額以上の 

場合は支給されません） ※受給資格があるのに請求していない人 

幌 �は福祉係へ連絡ください。 ●支給金額 第一子・二子は月額五千円、第三子以 

況 届 の 降は月額一万円 ●提出先 

6月26日（金）までに福祉課福祉係へ 

※なお、平成9年1月1日以後に転入さ 

れた人は、前住所地の児童手当用の所 

得証明書が必要です。 

提 �出iの1月iでlすi 

証
明
書
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
一
人
暮
ら
し
の
寡
婦
に
つ
い
て
は
、
別
途
に
世
帯
状
況
申
立
書
等
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

申
請
か
な
い
と
受
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
対
象
・
資
格
要
件
を
満
た
し
て
い
る

人
で
、
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
人
は
、
住
民
課
国
保
年
金
係
へ

母
子
家
庭
等
匪
嬢
費
支
総
制
度
の

愛
新
町
講
に
つ
い
て

母
子
家
庭
等
医
療
費
支
給
制
度
は
、
毎
年
1
回
、
更
新
申
請
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
現
在
使
用
中
の
医
療
証
は
、
平
成
同
年
8
月
1
日
以
降
使
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
継
続
し
て
使
用
し
た
い
人
は
6
月
1
日
か
ら
6
月
5
0
日
ま
で
に
更
新
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
（
更
新
申
請
し
て
な
い
場
合
は
、
受
給
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
）

●
必
要
書
類
　
健
康
保
険
証
、
印
鑑
、
児
童
扶
養
手
当
証
書
ま
た
は
遺
族
年
金
証

書
、
母
子
家
庭
等
医
療
認
定
・
更
新
申
請
書
（
6
月
初
句
に
受
給
者
に
送
付
）
、

戸
籍
謄
本
（
遠
賀
町
に
本
籍
が
な
い
人
の
み
）
、

所
得
証
明
（
平
成
周
年
1
月
1
日
に
遠
賀
町
の
住
民
で
は
な
か
っ
た
人
の
み
）

※
平
成
9
年
度
分
の
確
定
申
告
を
し
て
な
い
場
合
は
、
更
新
の
手
続
き
は
で
き
ま

せ
ん
。
収
入
が
な
く
、
確
定
申
告
を
し
て
な
い
場
合
も
同
様
に
更
新
で
き
ま
せ

ん
。
早
急
に
税
務
課
で
確
定
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
住
民
課
国
保
年
金
係

（
仕
事
の
都
合
上
、
開
庁
時
間
内
に
来
れ
な
い
場
合
等
も
相
談
く
だ
さ
い
）



情
Living

Information

報

有害鳥獣駆除を
実施します

イノシシ（鉄砲とワナで駆除）
＞とき　6月1日から7月31日

まで

＞ところ　虫生津、上別府、別府

（千代丸）、尾崎、鬼津

カラス（鉄砲で駆除）
＞とき　6月1日から7月31日

まで

＞ところ　若松、鬼津、尾崎、別府

●実施者　遠賀町

●従事者（委託先）遠賀郡猟友会

●駆除従事者の識別

駆除に従事する猟友会員は「有

害鳥獣駆除員」の腕章をつけて
います

●問い合わせ　産業課農政商工係

℡　293－1234

回国回国㊥国

聞聞
〃m
世　帯　数
－

6，263　19，724
（＋9）　　（±0）
●男…9．376　　　●女…10．348

●転入…lll　　　●転出…102

●出生……5　　　●死亡…・十4

平成10年4月末日現在（）は前年比

（三二二

く

ら

し

妊
婦
相
談
が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
6
月
1
日
　
（
月
）

午
後
1
時
0
0
分
～
3
時
5
0
分

（
受
付
＝
午
後
1
時
2
0
分
～
1
時
0
0
分
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
役
場

●
内
容
　
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
、
産

前
・
産
後
の
知
識
、
妊
婦
体
操
と
お

産
の
補
助
動
作

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
印
鑑
　
（
当
日
母

子
健
康
手
帳
を
受
け
取
る
人
）

●
料
金
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

乳
児
相
談
が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
6
月
1
6
日
　
（
火
）
　
午
前
9
時

0
0
分
～
1
0
時
訓
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
和
室

●
対
象
　
生
後
3
か
月
～
1
歳
未
満
児

●
内
容
　
身
長
・
体
重
計
測
、
保
健
婦

栄
養
士
に
よ
る
健
康
相
談
な
ど

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
料
金
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

わ
ん
ぱ
く
教
室
が
あ
り
ま
す

（
テ
ー
マ
＝
お
魚
を
釣
ろ
う
！
）

●
と
き
　
6
月
9
日
　
（
火
）

午
前
1
0
時
～
日
時
5
0
分

（
受
付
＝
午
前
9
時
5
0
分
～
日
時
）

●
対
象
　
生
後
4
か
月
児
～
就
学
前
の

乳
幼
児

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ンター

●
内
容
　
保
母
さ
ん
と
の
お
遊
び
、
育
児

交
流
、
予
約
制
で
の
言
語
訓
練
士
に
よ

る
言
葉
の
相
談
、
食
中
毒
予
防
に
つ
い
て

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
水
筒
、
お
し
ぼ

り
、
折
り
紙
、
ハ
サ
ミ
、
ノ
リ
、
曲

る
ス
ト
ロ
ー
、
ク
リ
ッ
プ

●
料
金
　
無
料

●
そ
の
他
　
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

4
が
月
児
健
康
診
蓋
が

あ
り
ま
す

●
と
き
　
6
月
日
日
　
（
木
）

（
受
付
＝
午
後
1
時
1
0
分
～
1
時
4
0
分
）

●
対
象
　
生
後
4
か
月
～
5
か
月
児

（
平
成
1
0
年
1
月
か
ら
2
月
生
ま
れ

の
乳
児
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
内
容
　
医
師
に
よ
る
診
察
、
身
体
測
定
、

保
健
婦
・
栄
養
士
に
よ
る
健
康
相
談

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
健
康
診
査
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
料
金
　
無
料

●
そ
の
他
　
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し

ま
す

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

生
ゴ
ミ
処
理
器

（
コ
ン
ポ
ス
ト
）
の

購
入
助
成
を
行
い
ま
す

（
一
世
帯
一
器
・
先
着
印
碁
）

●
料
金
　
二
千
六
百
円

●
申
し
込
み
　
6
月
0
0
日
ま
で
に
保
健

衛
生
係
へ
料
金
と
印
鑑
を
持
参
く
だ

さ
い

●
配
付
方
法
　
7
月
中
旬
以
降
に
自
宅

ま
で
お
届
け
し
ま
す

●
そ
の
他
　
生
ゴ
ミ
処
理
器
　
（
コ
ン
ポ

ス
ト
）
　
に
は
醗
酵
促
進
剤
が
一
箱
付

き
ま
す
。
ま
た
醗
酵
促
進
剤
二
箱
・

三
五
〇
円
）
　
は
保
健
衛
生
係
窓
口
で

常
時
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
利
用

く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と

B
e
G
予
防
接
種
が

あ
り
ま
す

●
と
き

▽
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
　
6
月
3

日　（水）

▽
B
C
G
予
防
接
種
　
6
月
5
日
（
金
）

（
受
付
＝
午
後
1
時
1
0
分
～
1
時
0
0
分

／
接
種
＝
午
後
1
時
5
0
分
～
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
生
後
3
か
月
～
4
歳
未
満
児

●
料
金
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

芦
屋
競
艇
場
臨
時
従
業
員
を

募
集
し
ま
す

第
1
次
試
験

（
一
般
教
養
試
験
・
適
性
試
験
）

▽
と
き
　
7
月
4
日
（
土
）
午
前
1
0
時
～

▽
と
こ
ろ
　
芦
屋
競
艇
場

第
2
次
試
験
　
（
面
接
試
験
）

▽
と
き
　
1
月
下
旬
予
定

●
募
集
人
数
　
5
0
人

●
受
験
資
格
　
昭
和
3
2
年
9
月
2
日
か

ら
昭
和
5
5
年
9
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
、
8
月
2
0
日
か
ら
勤
務
で
き
る
女

性
で
、
芦
屋
町
・
遠
賀
町
・
岡
垣
町

に
4
月
5
0
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
住

民
登
録
を
し
て
い
る
人

（
5
月
1
日
以
降
に
芦
屋
町
・
遠
賀

町
・
岡
垣
町
の
間
で
住
民
移
動
し
た

人
は
住
民
票
と
徐
票
が
必
要
）

※
禁
治
産
者
・
準
禁
治
産
者
と
禁
固
以

上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
て
い
る
人
は
、

試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

●
申
し
込
み
　
申
込
用
紙
、
住
民
票
1

通
、
写
真
（
3
カ
月
以
内
撮
影
、
4
×

4
m
）
　
2
枚
、
5
0
円
切
手
を
、
6
月



看護職員再就業 
移動相談があります 

看護職員再就業移動相談と看護力再開発講習会が 
あります。 
福岡県と看護協会では、ナースバンクをさらに活用 
していたたくために、求人求職情報及び最新の医療、 
看護情報の提供などを行う再就業移動相談を実施し 
ます。 
保健婦、助産婦、看護婦（士）、准看護婦（士）の賀 
格をお持ちで現在春霞の現場を離れている人は、お気 
軽iこ相談ください。非常勤、パート、正職員と固く形 
態にあわせてたくさんの求人データを用憲しています。 

288m �と　－　ろ 

音　と　き �ISSSOSSSZi 

6月12日（金） 午前10時～午後4時 �小倉北区保健福祉センター 

〔小倉北区大門1－6－48〕 
℡093（561）4131 

8月6日（木） 午前10時～午後4時 �八幡西区保健福祉センター 

〔八幡西区筒井町5－1－5〕 
℡093（642）1441 

9月3日（木） 午前10時～午後4時 �小倉両区保健福祉センター 
〔小倉南区岩国5－1－5〕 
℡093（951）4111 

10月6日（火） 午前10時～午後4時 �京菜保健所 

〔行橋市中央1－2－1〕 
℡09302（3）2244 

11月10日（火） 午前10時～午後4時 �八幡東区保健福祉センター 

〔八幡東区中央1－2－4〕 
℡093（671）0801 

●問い合わせ先　福岡県看護協会 

℡092（714）5203 

二三）

2
日
　
（
火
）
　
か
ら
8
日
　
（
月
）
　
ま
で

の
午
前
9
時
5
0
分
か
ら
午
後
4
時
ま

で
に
芦
屋
町
外
二
力
町
競
艇
施
行
組

合
業
務
課
（
芦
屋
競
艇
場
）
　
へ
提
出

℡
　
（
2
2
3
）
　
0
5
8
1

類
申
込
用
紙
は
芦
屋
町
外
二
力
町
競
艇

施
行
組
合
業
務
課
に
あ
り
ま
す

●
雇
用
開
蛤
予
定
　
9
月
1
日

町
営
住
宅
入
居
者
（
二
戸
）
を

真
果
し
ま
す

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
大
字
虫
生
津
4
3

9
番
地
の
1

●
間
取
り
　
3
D
K

●
家
賃
　
月
額
八
千
九
百
円
か
ら
一
万

四
千
四
百
円

（
世
帯
全
員
の
収
入
に
よ
る
）

●
入
居
資
格

▽
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有

す
る
人

▽
現
に
同
居
し
て
い
る
、
ま
た
は
同
居

し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
人

▽
収
入
超
過
者
で
な
い
こ
と

●
申
し
込
み
　
6
月
5
日
　
（
金
）
　
ま
で

に
総
務
課
管
財
係
へ

水
道
週
間
の
お
知
ら
せ

6
月
1
日
　
（
月
）
　
か
ら
1
日
　
（
日
）

ま
で
唐
戸
浄
水
場
を
開
放
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
中
間
市
水
道
局
営
業
課

℡
　
（
2
4
4
）
　
1
1
1
1

福
岡
県
警
察
官
採
用
試
験
が

あ
り
ま
す

暫
察
官
A
・
婦
大
嘗
祭
官
A
の
採
用

試
験
が
あ
り
ま
す
。

●
第
1
次
試
験
日
　
1
月
1
2
日
　
（
日
）

●
受
付
期
間
　
6
月
1
0
日
　
（
水
）
　
ま
で

●
受
験
資
格

▽
大
学
の
卒
業
者
ま
た
は
平
成
Ⅱ
年
3

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

▽
昭
和
4
3
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
2
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

●
申
し
込
み
　
福
岡
県
警
察
本
部
警
務

課
採
用
係
　
〒
八
一
二
－
八
五
七
六

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
1
－
1

℡
0
9
2
　
（
6
2
2
）
　
0
7
0
0

未
来
に
残
そ
う
青
い
海

6
月
5
日
か
ら
日
日
ま
で
の
間
は
海

洋
環
境
保
全
推
進
週
間
で
す
。
海
上
保

安
庁
で
は
、
「
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
」

を
合
言
葉
に
海
洋
環
境
保
全
運
動
を
推

進
し
ま
す
。
青
く
美
し
い
海
を
未
来
に

残
す
の
は
私
た
ち
の
責
任
で
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
や
空
き
缶
等
の
ゴ

ミ
を
川
や
海
に
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
6
月
1
2
日
か
ら
2
1
日

ま
で
の
間
は
「
海
上
環
境
事
犯
一
斉
取

締
り
」
を
実
施
し
ま
す
。

く
ら
し
・
事
業

な
ん
で
も
相
談
フ
ェ
ア
が

あ
り
ま
す

●
と
き
　
6
月
1
3
日
　
（
土
）

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

（
受
付
＝
午
後
3
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ
　
北
九
州
市
立
商
工
貿
易
会

館
2
階
　
多
目
的
ホ
ー
ル

●
椙
厳
科
　
無
料

●
相
談
担
当
者
　
行
政
書
士
、
社
会
保

険
労
務
士
、
弁
護
士
、
公
認
会
計
士
、

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
詞
査
士
、
弁

理
士
、
不
動
産
鑑
定
士
、
税
理
士

水
上
安
全
法
救
助
員

養
成
講
晋
会
が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
6
月
4
日
　
（
木
）
　
～
6
月
1

日
　
（
日
）

●
と
こ
ろ
　
北
九
州
市
立
桃
園
室
内
プ

●
講
習
内
容
　
㈲
水
上
安
全
法
概
論

㈲
救
助
の
た
め
の
泳
ぎ
と
自
己
保
全

㈲
溺
者
救
助
の
具
体
的
方
法
㈲
運
搬

方
法
㈲
応
急
手
当
㈲
心
肺
蘇
生
法

●
受
講
資
格
　
小
満
1
8
歳
以
上
の
男
女

で
講
習
に
耐
え
得
る
体
力
と
健
康
状

態
で
心
身
と
も
に
健
康
な
人
　
㈲
一

つ
の
泳
ぎ
で
1
0
0
m
以
上
泳
げ
る

人
　
㈲
全
期
間
出
席
で
き
る
人
　
（
遅

刻
・
早
退
は
認
め
ま
せ
ん
）

●
経
費
　
千
八
百
円

（
教
本
代
・
傷
害
保
険
料
・
検
定
料
）

※
入
場
料
、
駐
車
場
使
用
料
等
必
要
な

場
合
は
各
自
別
途
負
担

●
準
備
品
　
筆
記
用
具
・
水
泳
着
・
運

動
服
・
そ
の
他
各
自
必
要
な
も
の

●
定
貝
　
5
0
人

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
日
本
赤

十
字
社
福
岡
県
支
部

℡
0
9
2
　
（
5
2
3
）
　
1
1
1
1

家
族
の
た
め
の

ア
ル
コ
ー
ル
話
満
会
を

開
催
し
ま
す

夫
や
子
ど
も
な
ど
の
お
酒
の
問
題
で

悩
ん
で
い
る
人
の
た
め
に
、
ア
ル
コ
ー

ル
の
正
し
い
知
識
と
理
解
を
深
め
る
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き
　
6
月
1
8
日
　
（
木
）
　
午
後
2

時
～
4
時

（
受
付
＝
午
後
1
時
0
0
分
～
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
保
健
所
会
議
室

●
講
演
内
容
　
ア
ル
コ
ー
ル
で
悩
む
家

族
の
た
め
に

～
今
、
家
族
と
し
て
で
き
る
こ
と
～

（
産
業
医
科
大
学
　
塚
本
浩
二
先
生
）

●
受
講
料
　
無
料

●
申
し
込
み
　
6
月
1
6
日
　
（
火
）
　
ま
で

に
電
話
で
遠
賀
保
健
所
保
健
課
精
神

保
健
福
祉
係
へ

℡
　
（
2
0
1
）
　
4
1
6
1



イチ、二、イチ、二、と竹馬に

乗る女の子。「お母さん、しっか
り持っててね」がんばれ、がん
ばれi

ドン ドコドン、ドンドコドン。かわいい

太鼓の生演奏。じょうずに太鼓をたたけ
たかな。

4月29日（水）、遠賀町子ともまつりが開催されまし
た。消防車や金魚すくい、竹細工など様々なイベント会
境では、たくさんの子ともたちの元気な姿でいっぱい
でした。
さあ、元気な遠賀っ子たちをちょっと覗いてみまし
ょうo

ハイハイハーイと大盛況のピエロの大

道芸。二人のピエロさんのコミカル
、－　　な手品や話術に会場は笑いの連続

でした。ピエロさんの作った風

船の動物、これなーんだ。

とっても暑い、暑い、暑い一つ－
こんな日は「かき氷」にかぎ
るね。冷たいかき氷に頭がズ
キン。この瞬間が極楽だよね。

「ほら、しっかり特ちなよ」と
ヨーヨー釣り場での二人組。
仲良し兄妹かな。

闇萬吾輩′
消防
I）に空

登

車に乗って人命救助だIとはか
I）に空高くのぼっていく子ともたち。こ

の日は、はしご車とスノーケル車がたく
さんの子どもを＋数メートルの上空に
運んでくれました。感想を聞いてみる
と、「すずしくて気持ち良かった」とか
「人が豆粒みたいに見えた」とか満足い
っぱいの答えでした。
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